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分析

全ての項目で「あてはまる」「ほぼあてはまる」と回答されていることがわかる。また、１学期と比べてどの項目でも回
答数が増加しているので、改善ができたといえる。ただし、話し合い活動等で改善の余地はあるので、今後も教材研
究に励む必要がある。そして、タブレットが導入されたことによってさらに改善が図れるはずなので、活用方法を考え
ていきたい。

令和元年度　第２学期　生徒授業評価アンケートより

分析

授業の進度をやや遅くしていることもあり、説明や板書の時間を充分に取れていることが結果につながっていると考
えられる。また、プロジェクターの導入により、これまでよりも視覚的に理解できる指導を展開することができている。
一方で、話し合い活動や発表をする機会がやや少ない部分が課題である。３学期は、この点を改善していく必要があ
ると考える。

分析

単元内容が難化して計算式も複雑になったこともあるが、１学期と比較して板書や指導方法の工夫を改善していく必
要がある。一方で、授業記録をとることで、学習の振り返りや他教科とのつながりの確認は１学期よりも若干ながら肯
定的回答が増えたのは改善できた。３学期の学習内容は図形がメインとなるので、ICTの活用や、実測・観察などの
活動を取り入れて指導方法を工夫していく。

学習指導に関する現状と課題（二学期・生徒による授業評価アンケートより）

教科 数学 重点目標
基本的な計算力を身に付ける。
文章・図・グラフから答えを導く力を身に付ける。
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板書は見やすく工夫されている

説明の声の大きさは適切である

話し合いや発表など生徒の活動を取り入れている

授業記録をとることで学習の振返りや他教科とのつながりの確認ができている

教材や指導方法が工夫されている

１年 数学

あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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授業記録をとることで学習の振返りや他教科とのつながりの確認ができている
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２年 数学

あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない


